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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素の階調値に対応したドットパターンを用いて記録ヘッドにより前記画素の記録を行
うための画像記録装置であって、
　前記記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向および当該第１の方向と直交
する第２の方向の２次元に配列される画素の位置に対応付けられた、所定の階調値に対応
する複数のドットパターンを有するドットパターンテーブルを格納した格納部と、
　前記格納部に格納されたドットパターンテーブルから、前記所定の階調値を有する画素
の位置に基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパターンを選択する選択手段
とを備え、
　前記第１の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複
数のドットパターンは、ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含み、
　前記第２の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複
数のドットパターンは、前記ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含む
ことを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】
　画素の階調値に対応したドットパターンを用いて記録ヘッドにより前記画素の記録を行
うための画像記録装置であって、
　前記記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向および当該第１の方向と直交
する第２の方向の２次元に配列される画素の位置に対応付けられた複数のドットパターン
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を有するドットパターンテーブルを階調値毎に格納した格納部と、
　前記格納部に格納されたドットパターンテーブルから、前記画素の階調値および位置に
基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパターンを選択する選択手段とを備え
、
　所定の階調値に対応するドットパターンテーブルでは、前記第１の方向に沿って配列さ
れる画素の位置に対してドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンが対応付け
られており、且つ、前記第２の方向に沿って配列される画素の位置に対して前記異なるド
ットパターンが対応付けられていることを特徴とする画像記録装置。
【請求項３】
　前記ドットパターンテーブルの前記第１の方向に対応するサイズをＬ、前記第２の方向
に対応するサイズをＫとし、前記ドットパターンの前記第１の方向に対応するサイズをｌ
、前記第２の方向に対応するサイズをｋとした場合、Ｌ＝α×ｌ（αは自然数）、Ｋ＝β
×ｋ（αは自然数）なる関係を満たし、
　前記ドットパターンテーブルの前記第１の方向に対応するドットパターンの数はα個、
前記第２の方向に対応するドットパターンの数はβ個であることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の画像記録装置。
【請求項４】
　前記ドットパターンテーブルは、前記第１の方向に関してＬ画素毎に繰り返し用いられ
、前記第２の方向に関してＫ画素毎に繰り返し用いられることを特徴とする請求項３に記
載の画像記録装置。
【請求項５】
　前記ドットパターンテーブルの前記第１の方向に対応したセル数Ｌと前記記録ヘッドの
ノズルの数Ａとの関係は、Ｌ＝γ×Ａ（γは自然数）であることを特徴とする請求項３ま
たは４に記載の画像記録装置。
【請求項６】
　前記画素の位置は、２次元座標のｘ座標値およびｙ座標値で示され、
　前記選択手段は、前記ドットパターンテーブル内において、前記ｘ座標値、前記ｙ座標
値、前記α値、前記β値に基づいて特定される位置に対応付けられたドットパターンを選
択することを特徴とする請求項３乃至５のいずれかに記載の画像記録装置。
【請求項７】
　前記ドットパターンテーブルは、前記記録ヘッドの複数のノズルの特性を考慮して決定
されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の画像記録装置。
【請求項８】
　前記ドットパターンテーブルは、前記画素内に記録されるドットの割合Ｄ（％）が２５
≦Ｄ≦５０である階調値に対応するドットパターンテーブルであることを特徴とする請求
項１乃至６のいずれかに記載の画像記録装置。
【請求項９】
　前記記録ヘッドの端部のノズルが使用されないように、前記ドットパターンテーブル内
の複数のドットパターンが配列されていることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに
記載の画像記録装置。
【請求項１０】
　前記ドットパターンテーブル内の複数のドットパターンによって定められるドット配置
がブルーノイズ特性を有するように、前記ドットパターンテーブル内の前記複数のドット
パターンは配列されていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の画像記録
装置。
【請求項１１】
　前記ブルーノイズ特性とは、低周波数領域のパワースペクトルが高周波数数領域のパワ
ースペクトルより小さい特性であることを特徴とする請求項１０に記載の画像記録装置。
【請求項１２】
　画素の階調値に対応したドットパターンを選択するための画像処理装置であって、
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　前記画素の記録を行う記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向および前記
第１の方向と直交する第２の方向の２次元に配列される画素の位置に対応付けられた、所
定の階調値に対応する複数のドットパターンを有するドットパターンテーブルを格納した
格納部と、
　前記格納部に格納されたドットパターンテーブルから、前記所定の階調値を有する画素
の位置に基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパターンを選択する選択手段
とを備え、
　前記第１の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複
数のドットパターンは、ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含み、
　前記第２の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複
数のドットパターンは、前記ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含む
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
　画素の階調値に対応したドットパターンを選択するための画像処理装置であって、
　前記記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向および当該第１の方向と直交
する第２の方向の２次元に配列される画素の位置に対応付けられた複数のドットパターン
を有するドットパターンテーブルを階調値毎に格納した格納部と、
　前記格納部に格納されたドットパターンテーブルから、前記画素の階調値および位置に
基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパターンを選択する選択手段とを備え
、
　所定の階調値に対応するドットパターンテーブルでは、前記第１の方向に沿って配列さ
れる画素の位置に対してドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンが対応付け
られており、且つ、前記第２の方向に沿って配列される画素の位置に対して前記異なるド
ットパターンが対応付けられている画像処理装置。
【請求項１４】
　画素の階調値に対応したドットパターンを選択するための画像処理方法であって、
　前記画素の記録を行う記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向および当該
第１の方向と直交する第２の方向の２次元に配列される画素の位置に対応付けられた、所
定の階調値に対応する複数のドットパターンを有するドットパターンテーブルから、前記
所定の階調値を有する画素の位置に基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパ
ターンを選択する工程とを有し、
　前記第１の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複
数のドットパターンは、ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含み、
　前記第２の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複
数のドットパターンは、前記ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含む
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１５】
　前記ドットパターンテーブル内の複数のドットパターンによって定められるドット配置
がブルーノイズ特性を有するように、前記ドットパターンテーブル内の前記複数のドット
パターンは配列されていることを特徴とする請求項１４に記載の画像処理方法。
【請求項１６】
　請求項１４～１５に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラム
が格納されたコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は画像記録方法及び画像記録装置に関し、特に、ドット情報が格納されたドットパ
ターンを用いて記録を行う画像記録方法及び画像記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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従来から、多値画像を２値画像に変換して階調表現するための擬似中間調処理の方法とし
て、濃度パターン法と呼ばれるものがある。これは、２値しか表現できない画像出力装置
において階調を表現するために、２値の画素を複数個集めてブロック化し、そのブロック
化した画素群によって階調表現を実現する方法である。ただし、この濃度パターン法の問
題点としては、ブロックサイズを大きくすると解像度が低下し、また逆に小さくすると階
調表現能力が低下する。
【０００３】
この濃度パターン法の問題を解決する一つの方法として、画素ブロックで表現する階調値
と入力階調値との誤差を保存し、未入力の画素値に加算して、擬似的に階調を表規する方
法が存在した。この方法によれば、解像性と階調性を両立した画像出力を行うことができ
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上記従来例では以下のような問題点があった。
【０００５】
即ち、各階調毎に固定のドットパターンが画素ブロックで表現されるので、各入力画素の
値（階調）に応じて、そのドットパターンが周期的に配置されると画像出力装置に固有の
特性の影響を受けやすい。
【０００６】
この影響について、インクジェットプリンタのようなシリアルプリンタを画像出力装置と
した例を考える。この装置では、所定幅のノズル列を持った記録ヘッドを往復走査しなが
ら、記録媒体にインクを吐出することで画像を形成する。さて、このインク滴を吐出する
複数のノズルには、各ノズルに関して、液滴の吐出方向のばらつきや、吐出量のばらつき
等が存在するので、各階調に固定のドットパターンを用いて記録を行うと、ノズル毎のば
らつきの影響を受けやすく、記録画像にはスジムラが発生し、その画像品位を著しく低下
させていた。
【０００７】
このスジムラを低減させるために、従来のインクジェットプリンタではマルチパス記録制
御を採用し、記録媒体上の同一領域に対して複数回記録ヘッドを走査（パス）させ、各パ
ス毎に記録ヘッドの異なるノズルを用いて前記同一領域を記録するようにしているが、上
記のように出力されるドットパターンが固定ドットパターンであると、マルチパス記録制
御によっても画像品位の劣化を十分に抑えることができない場合もあった。
【０００８】
本発明は上記従来例に鑑みてなされたものであり、擬似中間調処理を行って画像を記録す
る場合、濃度ムラ・スジムラ等を低減させ、高品位な画像を記録することができる画像記
録方法、その画像記録装置、該画像記録装置の制御方法、コンピュータ可読記憶媒体及び
画像処理方法を提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明は、画素の階調値に対応したドットパターンを用いて
記録ヘッドにより前記画素の記録を行うための画像記録装置であって、前記記録ヘッドの
ノズルの配列方向に相当する第１の方向および前記第１の方向と直交する第２の方向の２
次元に配列される画素の位置に対応付けられた、所定の階調値に対応する複数のドットパ
ターンを有するドットパターンテーブルを格納した格納部と、前記格納部に格納されたド
ットパターンテーブルから、前記所定の階調値を有する画素の位置に基づいて、当該画素
の位置に対応付けられたドットパターンを選択する選択手段とを備え、前記第１の方向に
沿って配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複数のドットパターン
は、ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含み、前記第２の方向に沿っ
て配列される画素の位置に対応付けられた前記所定の階調値の複数のドットパターンは、
前記ドット数が同じでドット配置が異なるドットパターンを含むことを特徴とする。
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【００１０】
　また、別の本発明は、画素の階調値に対応したドットパターンを用いて記録ヘッドによ
り前記画素の記録を行うための画像記録装置であって、　前記記録ヘッドのノズルの配列
方向に相当する第１の方向および当該第１の方向と直交する第２の方向の２次元に配列さ
れる画素の位置に対応付けられた複数のドットパターンを有するドットパターンテーブル
を階調値毎に格納した格納部と、前記格納部に格納されたドットパターンテーブルから、
前記画素の階調値および位置に基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパター
ンを選択する選択手段とを備え、所定の階調値に対応するドットパターンテーブルでは、
前記第１の方向に沿って配列される画素の位置に対してドット数が同じでドット配置が異
なるドットパターンが対応付けられており、且つ、前記第２の方向に沿って配列される画
素の位置に対して前記異なるドットパターンが対応付けられていることを特徴とする。
【００１１】
　ここで、前記ドットパターンテーブルの前記第１の方向に対応するサイズをＬ、前記第
２の方向に対応するサイズをＫとし、前記ドットパターンの前記第１の方向に対応するサ
イズをｌ、前記第２の方向に対応するサイズをｋとした場合、Ｌ＝α×ｌ（αは自然数）
、Ｋ＝β×ｋ（αは自然数）なる関係を満たし、前記ドットパターンテーブルの前記第１
の方向に対応するドットパターンの数はα個、前記第２の方向に対応するドットパターン
の数はβ個であることが望ましい。
【００１２】
さらに、上記ドットパターンテーブルは、前記第１の方向に関してＬ画素毎に繰り返し用
いられ、前記第２の方向に関してＫ画素毎に繰り返し用いられる。
【００１３】
また、前記第１の方向におけるドットパターンテーブルのセル数Ｌと前記記録ヘッドのノ
ズル数Ａとの関係は、Ｌ＝γ×Ａ（γは自然数）であることが望ましい。
【００１４】
　また、前記画素の位置は、２次元座標のｘ座標値およびｙ座標値で示され、前記選択手
段は、前記ドットパターンテーブル内において、前記ｘ座標値、前記ｙ座標値、前記α値
、前記β値に基づいて特定される位置に対応付けられたドットパターンを選択することが
好ましい。
【００１５】
また、上記ドットパターンテーブルは、前記記録ヘッドの複数のノズルの各々の特性を考
慮して決定されることが望ましい。
【００１６】
この場合、前記Ｎ個の階調値の各々に対して設けられているＮ個のドットパターンテーブ
ルのうち、前記ノズルの各々の特性を考慮して決定されるドットパターンテーブルはＨ（
Ｎ＞Ｈ、Ｈは自然数）個であることが望ましい。
【００１７】
さらに、前記ノズルの各々の特性を考慮して決定されるドットパターンテーブルは、画素
内に付与されるドットの割合Ｄ（％）が２５≦Ｄ≦５０である階調値に対応するドットパ
ターンテーブルであるが望ましい。
【００１８】
　また、前記記録ヘッドの端部のノズルが使用されないように、前記ドットパターンテー
ブル内の前記複数の異なるドットパターンは配列されていることが好ましい。
【００２０】
　また、前記ドットパターンテーブル内の複数のドットパターンによって定められるドッ
ト配置がブルーノイズ特性を有するように、前記ドットパターンテーブル内の前記複数の
異なるドットパターンは配列されていることが好ましい。
【００２１】
　なお、前記ブルーノイズ特性とは、低周波数領域のパワースペクトルが高周波数数領域
のパワースペクトルより小さい特性である。



(6) JP 4298127 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

【００２４】
　また、本発明は、画素の階調値に対応したドットパターンを選択するための画像処理装
置であって、前記画素の記録を行う記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向
および前記第１の方向と直交する第２の方向の２次元に配列される画素の位置に対応付け
られた、所定の階調値に対応する複数のドットパターンを有するドットパターンテーブル
を格納した格納部と、前記格納部に格納されたドットパターンテーブルから、前記所定の
階調値を有する画素の位置に基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパターン
を選択する選択手段とを備え、前記第１の方向に沿って配列される画素の位置に対応付け
られた前記所定の階調値の複数のドットパターンは、ドット数が同じでドット配置が異な
るドットパターンを含み、前記第２の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられ
た前記所定の階調値の複数のドットパターンは、前記ドット数が同じでドット配置が異な
るドットパターンを含むことを特徴とする。
【００２５】
　また、本発明は、画素の階調値に対応したドットパターンを選択するための画像処理装
置であって、前記画素の記録を行う記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向
および前記第１の方向と直交する第２の方向の２次元に配列される画素の位置に対応付け
られた、同じ階調値に対応する複数のドットパターンを有するドットパターンテーブルを
階調値毎に格納した格納部と、前記格納部に格納されたドットパターンテーブルから、前
記画素の階調値および位置に基づいて、当該画素の位置に対応付けられたドットパターン
を選択する選択手段とを備え、前記第１の方向に沿って配列される画素の位置に対応付け
られた前記所定の階調値の複数のドットパターンは、ドット数が同じでドット配置が異な
るドットパターンを含み、前記第２の方向に沿って配列される画素の位置に対応付けられ
た前記所定の階調値の複数のドットパターンは、前記ドット数が同じでドット配置が異な
るドットパターンを含むことを特徴とする。
【００２８】
　以上の構成よれば、記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の方向（副走査方向
）および当該第１方向とは直交する第２方向（主走査方向）の夫々に関して、同じ階調値
についてドット数が同じでドット配置が異なる複数の異なるドットパターンが選択可能で
あるので、同じドットパターンしか選択できない場合に比べて、濃度ムラを抑制できる。
更に、ドットパターンテーブル内のドットパターンの配列を工夫することにより、ノズル
の使用頻度の偏りを軽減したり、画像のざらつき感を軽減できたりすることできる。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下添付図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００３０】
図１は本発明の代表的な実施形態である画像処理システムの構成図を簡単に示したブロッ
ク図である。図１において、１０はスキャナやデジタルカメラ等の画像入力機器からの多
値画像データやハードディスク等の各種記録媒体に保存されている多値画像データを入力
する画像入力部、１１は画像入力部１１より入力された多値画像データに後述する画像処
理を施して２値画像データに変換する画像処理部、１２は画像処理部１１で変換された２
値画像データを入力して、実際の画像形成を行う画像出力部である。なお、図示はしてい
ないが、このシステムを構成する各部には、各部自身の動作及び他の部との連携動作を制
御するＣＰＵやそのＣＰＵが実行する制御プログラムを格納したＲＯＭ、また、その制御
プログラムを実行するための作業領域として用いられるＲＡＭなどが搭載されている。
【００３１】
図２は画像出力部１２の代表例であるインクジェットプリンタＩＪＲＡの構成の概要を示
す外観斜視図である。図２において、駆動モータ５０１３の正逆回転に連動して駆動力伝
達ギア５００９～５０１１を介して回転するリードスクリュー５００５の螺旋溝５００４
に対して係合するキャリッジＨＣはピン（不図示）を有し、ガイドレール５００３に支持
されて矢印ａ，ｂ方向を往復移動する。キャリッジＨＣには、記録ヘッドＩＪＨとインク
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タンクＩＴとを内蔵した一体型インクジェットカートリッジＩＪＣが搭載されている。５
００２は紙押え板であり、キャリッジＨＣの移動方向に亙って記録用紙Ｐをプラテン５０
００に対して押圧する。５００７，５００８はフォトカプラで、キャリッジのレバー５０
０６のこの域での存在を確認して、モータ５０１３の回転方向切り換え等を行うためのホ
ームポジション検知器である。５０１６は記録ヘッドＩＪＨの前面をキャップするキャッ
プ部材５０２２を支持する部材で、５０１５はこのキャップ内を吸引する吸引器で、キャ
ップ内開口５０２３を介して記録ヘッドの吸引回復を行う。５０１７はクリーニングブレ
ードで、５０１９はこのブレードを前後方向に移動可能にする部材であり、本体支持板５
０１８にこれらが支持されている。ブレードは、この形態でなく周知のクリーニングブレ
ードが本例に適用できることは言うまでもない。又、５０２１は、吸引回復の吸引を開始
するためのレバーで、キャリッジと係合するカム５０２０の移動に伴って移動し、駆動モ
ータからの駆動力がクラッチ切り換え等の公知の伝達機構で移動制御される。
【００３２】
これらのキャッピング、クリーニング、吸引回復は、キャリッジがホームポジション側の
領域に来た時にリードスクリュー５００５の作用によってそれらの対応位置で所望の処理
が行えるように構成されているが、周知のタイミングで所望の動作を行うようにすれば、
本例にはいずれも適用できる。
【００３３】
図２１は、図２に示すインクジェットプリンタＩＪＲＡの制御回路の構成を示すブロック
図である。制御回路を示す同図において、１７００は記録信号を入力するインタフェース
、１７０１はＭＰＵ、１７０２はＭＰＵ１７０１が実行する制御プログラムを格納するＲ
ＯＭ、１７０３は各種データ（上記記録信号やヘッドに供給される記録データ等）を保存
しておくＤＲＡＭである。１７０４は記録ヘッドＩＪＨに対する記録データの供給制御を
行うゲートアレイ（Ｇ．Ａ．）であり、インタフェース１７００、ＭＰＵ１７０１、ＲＡ
Ｍ１７０３間のデータ転送制御も行う。
【００３４】
１７１０は記録ヘッドＩＪＨを搬送するためのキャリッジモータ、１７０９は記録紙を搬
送するための搬送モータである。１７０５は記録ヘッドを駆動するヘッドドライバ、１７
０６，１７０７はそれぞれ搬送モータ１７０９、キャリッジモータ１７１０を駆動するた
めのモータドライバである。
【００３５】
上記制御構成の動作を説明すると、インタフェース１７００に記録信号が入るとゲートア
レイ１７０４とＭＰＵ１７０１との間で記録信号がプリント用の記録データに変換される
。そして、モータドライバ１７０６、１７０７が駆動されると共に、ヘッドドライバ１７
０５に送られた記録データに従って記録ヘッドが駆動され、記録が行われる。
【００３６】
ここでは、ＭＰＵ１７０１が実行する制御プログラムをＲＯＭ１７０２に格納するものと
したが、ＥＥＰＲＯＭ等の消去／書き込みが可能な記憶媒体を更に追加して、記録装置と
接続されたホストコンピュータから制御プログラムを変更できるように構成することもで
きる。
【００３７】
なお、上述のように、インクタンクＩＴと記録ヘッドＩＪＨとは一体的に形成されて交換
可能なインクカートリッジＩＪＣを構成しても良いが、これらインクタンクＩＴと記録ヘ
ッドＩＪＨとを分離可能に構成して、インクがなくなったときにインクタンクＩＴだけを
交換できるようにしても良い。
【００３８】
図２２は、インクタンクＩＴと記録ヘッドＩＪＨとが分離可能なインクカートリッジＩＪ
Ｃの構成を示す外観斜視図である。インクカートリッジＩＪＣは、図２２に示すように、
境界線Ｆの位置でインクタンクＩＴと記録ヘッドＩＪＨとが分離可能である。インクカー
トリッジＩＪＣにはこれがキャリッジＨＣに搭載されたときには、キャリッジＨＣ側から
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供給される電気信号を受け取るための電極（不図示）が設けられており、この電気信号に
よって、前述のように記録ヘッドＩＪＨが駆動されてインクが吐出される。
【００３９】
なお、図２２において、５００はインク吐出口列である。また、インクタンクＩＴにはイ
ンクを保持するために繊維質状もしくは多孔質状のインク吸収体が設けられており、その
インク吸収体によってインクが保持される。
【００４０】
なお、以上の説明では、記録ヘッドから吐出される液滴はインクであるとして説明し、さ
らにインクタンクに収容される液体はインクであるとして説明したが、本実施形態ではそ
の収容物はインクに限定されるものではない。例えば、記録画像の定着性や耐水性を高め
たり、その画像品質を高めたりするために記録媒体に対して吐出される処理液のようなも
のがインクタンクに収容されていても良い。
【００４１】
図３は画像処理部１１の詳細な構成を示すブロック図である。図３において、２０は画像
入力部１０からの多値画像データ、例えば、１画素８ビット（２５６階調）で表現される
多値画像データを入力し、後述する、既に量子化された画素で発生した誤差データを現画
素の画像データに加算することで、入力画像データの補正を行う入力データ補正部である
。このとき、１画素分の入力画像データ（８ビット）が表現する０～２５５の値に対して
、９ビットで表現される誤差データ（-２５５～２５５）が加算されるため、結果として
、１画素について誤差を加算した画像データは１０ビットで表現され、その値は-２５５
～５１０となる。しかし、この実施形態の入力データ補正部は、その画像データを０～２
５５の範囲にリミットし、１画素８ビットの画像データを出力する。
【００４２】
また、２１は入力データ補正部２０で補正された多値画像データを“Ｎ”値の階調値に量
子化を行う量子化部である。このＮ値は、入力解像度と出力解像度の関係で決定される。
即ち、入力画像データの解像度をＡ、出力画像データの解像度をＢとしたときに（ここで
は簡単のために画像の縦横の解像度は同一とする）、入力画像データ１画素に対して、階
調表現のために用いるドットは（Ｂ／Ａ）2個のドットで形成されるため、（Ｂ／Ａ）2ド
ットを１ブロックとした時に、１ブロックで表現可能な階調数は（Ｂ／Ａ）2＋１となる
。
【００４３】
例えば、入力解像度３００ｄｐｉ、出力解像度６００ｄｐｉのときは、１画素８ビットの
入力画像データに対して、出力データのドットは２×２の４ドットで１ブロックとなり、
その１ブロックで表現可能な階調数は５値となる。従って、量子化部２１からは“０”、
“６４”、“１２８”、“１９２”、“２５５”の５値に量子化された量子化値が出力さ
れる。
【００４４】
なお、本明細書においては階調のレベルを示す値に、階調値という表現を用いる。すなわ
ち、階調数が５であれば、階調値“Ｎ“は“０“、“１“、“２“、“３“、“４で表さ
れる。そして、夫々の量子化値は階調値に対応しており、例えば、量子化値“０“，“６
４“，“１２８“，“１９２“，“２５５“の夫々は、階調値“０“、“１“、“２“、
“３“、“４“に対応している。
【００４５】
また、後述するドットパターンテーブル展開部３０４には、量子化部 ３０１から量子化
値が出力されるのであるが、その量子化値に対応した階調値（階調値の情報）が出力され
るようにしてもよい。なお、以下において説明を分かりやすくするために、ドットパター
ンテーブル展開部３０４には、量子化部 ３０１から階調値情報が出力されるものとして
説明する。
【００４６】
２２は量子化部２１で量子化した量子化値に対して、入力データ補正部２０で補正された
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多値画像データとの誤差を演算する誤差演算部である。上述した例では量子化部で１画素
８ビットの画像データは５値に量子化されるため、その量子化値は“０”、“６４”、“
１２８”、“１９２”、“２５５”の値を表現する８ビットデータが誤差演算部２２に入
力される。一方、入力データ補正部２０からは１画素８ビット（０～２５５）の画像デー
タが入力されるため、その結果得られる誤差データの値は-２５５～２５５となり、９ビ
ットで表現されるデータとなる。
【００４７】
２３は誤差演算部２２で発生した誤差を未処理の周囲の画素に対して、所定の比率分配し
て格納する誤差メモリである。実際の装置では誤差メモリはＤＲＡＭなどによって構成さ
れる。
【００４８】
図４はその分配比率を示す図である。図４において、斜線の施された画素が注目画素（現
画素位置）であり、白枠の画素が誤差が分配される画素、そして、示される数値が各画素
への分配比率である。従って、誤差メモリ２３は図４に示す分配比率で誤差を配分する場
合には、少なくとも２ライン分のメモリが必要となる。
【００４９】
また、量子化部２１からは量子化された後の階調値情報（５値の場合には、“０”、“１
”、“２”、“３”、“４”）が２４のドットパターン展開部に対して出力される。
【００５０】
２４は量子化部２１で量子化された階調値に基づいて、階調値毎に対応した複数個のドッ
トパターンテーブル（夫々、Ｋ×Ｌドットのサイズ）の中から出力に用いるドットパター
ンテーブルを選択し、後述するドットパターンテーブル格納部から所望のドットパターン
テーブルを取得するドットパターン展開部である。また、同時に現画素位置に対応するド
ットパターンアドレス情報が後述するドットパターンアドレス生成部から入力され、その
アドレスに従って、現画素に対応するドットパターンが展開され出力される。
【００５１】
２５は階調値の夫々に対応した複数のドットパターンテーブルが格納されているドットパ
ターンテーブル格納部である。ドットパターンテーブル格納部２５は、ドットパターン展
開部２４から入力されるドットパターンテーブル選択情報に基づいて、複数のドットパタ
ーンテーブルから所望のドットパターンテーブルを選択し、ドットパターン展開部２４へ
出力するものである。なお、１つのドットパターンテーブルは、階調値に対応した複数の
異なるドットパターンから構成される。例えば、４×４のドットパターン（１６個のセル
）が複数集まって構成されるドットパターンテーブルにおいて、階調値“５“のドットパ
ターンテーブルは、図２０のように１６個のセルの中に５つのドットが打たれる複数の異
なるドットパターンから構成されるものである。なお、ドットパターンテーブル格納部は
ＥＥＰＲＯＭなどの半導体メモリに設けられるが、処理の高速化を考慮して、本発明の画
像記録装置においてはＳＲＡＭなどの高速メモリ複写して用いてもよい。
【００５２】
ドットパターンテーブル格納部２５に格納されているドットパターンテーブルは各階調値
毎にＫ×Ｌドットサイズのパターンをもっている。このイメージを図１９に示す。階調値
が“０”、“１”、“２”、“３”、“４”の夫々に対して独立にＫ×Ｌドットサイズの
ドットパターンテーブルを有している。
【００５３】
２６はＫ×Ｌドットのサイズのドットパターンテーブルに対して、現画素のドットパター
ン（ｋ×ｌドット）がどの位置に相当するかを示すアドレス情報を生成し、そのアドレス
情報をドットパターン展開部２４に出力するドットパターンアドレス生成部である。
【００５４】
このアドレス情報は、入力画像データが示す画素位置情報と、ドットパターンテーブル全
体のサイズ（Ｋ×Ｌドット）、及び、出力するドットパターンのサイズ（ｋ×ｌドット）
により決定される。入力画像データの画素位置情報を２次元の座標として（ｘ，ｙ）とし
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たとき、ｘをＫ／ｋで割った剰余の値（＝Ｄｘとする）と、ｙをＬ／ｌで割ったときの剰
余の値（＝Ｄｙとする）が、それぞれドットパターンテーブル内の現画素に対するアドレ
ス情報となる。
【００５５】
図５はドットパターンテーブルとドットパターンとの関係を示す図である。
【００５６】
図５（ａ）は一般的なサイズにおけるドットパターンテーブル（Ｋ×Ｌサイズ）とドット
パターン（ｋ×ｌサイズ）との関係を示しており、第１の方向（Ｌ方向）にα個のドット
パターンが格納され、第２の方向（Ｋ方向）にβ個のドットパターンが格納されている。
つまり、ドットパターンテーブルのサイズとドットパターンのサイズとの関係は、Ｋ＝β
×ｋ（βは自然数）、Ｌ＝α×ｌ（αは自然数）で示されることになる。なお、ｋ×ｌの
ドットパターンとは、ｋ×ｌ個のセルから構成されるものである。
【００５７】
また、図５（ｂ）はドットパターンテーブルが６４×６４ドットのサイズを有し、入力画
像データ１画素に対応するドットパターンが２×２ドットであるとした場合のドットパタ
ーンテーブルとドットパターンとの関係を示している。従って、この図５（ｂ）に示した
例では、ドットパターンテーブル全体としては、入力画像データの３２画素×３２画素分
に相当するドットパターンを有していることになる。言い換えると、この例では、入力画
像データに関し縦横両方向に３２画素毎に同じドットパターンを示すアドレスが与えられ
る。例えば、入力画像データの画素位置情報（ｘ，ｙ）が（１００，１００）であるとき
、ｘ座標値、ｙ座標値それぞれを“３２”で割って得られる剰余の値“４”がドットパタ
ーンのアドレス情報となる。従って、現画素位置に対するドットパターンは図５（ｂ）に
示すように、ドットパターンテーブルの中の斜線の位置のドットパターンとなる。
【００５８】
ドットパターンテーブルは出力する記録媒体上に対して巡回して使用される。ただし、こ
の際にドットパターンテーブルのサイズと出力画像の解像度によってはドットパターンテ
ーブルの周期が目立ち、テクスチュアとして認識されてしまうこともある。そこで、ドッ
トパターンテーブルからドットパターンを展開させる際にドットパターン内のアドレスを
シフトさせて使用することでドットパターンテーブルの繰り返しを目立たなくさせること
が可能である。
【００５９】
この点について、図１８を参照して説明する。
【００６０】
図１８において、１８００～１８０２はドットパターンテーブル、１８０３は記録媒体上
に記録する画像全体である。このドットパターンテーブルは３×３のドットパターンから
成っている。これらドットパターンの中に｛＊，＊｝で示しているのがドットパターンテ
ーブル内のアドレスである。図１８によれば、ドットパターンテーブル１８００を構成す
るドットパターンの配列に対して、ドットパターンテーブル１８０１では主走査方向にド
ットパターンテーブル内のアドレスを１つシフトさせたドットパターン配列とする。同様
に、ドットパターンテーブル１８０２では副走査方向にドットパターンテーブル内のアド
レスを１つシフトさせる。
【００６１】
このようにすることにより、ドットパターン配列はシフトさせないときには３×３の単位
で周期的に並んでしまうのに対し、主走査方向と副走査方向に対してシフトさせることで
９×９の単位が１周期となる。
【００６２】
このようなアドレスシフトはドットパターンアドレス生成部２６で行い、周期的或いはラ
ンダム的にシフトを行うことができる。
【００６３】
ここで、図２に示した画像出力部１２として用いられるインクジェットプリンタの記録動
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作について簡単にまとめておく。このインクジェットプリンタには複数のインク吐出ノズ
ル（以下、ノズルという）を所定のピッチで複数個配列した記録ヘッドＩＪＨが備えられ
ている。インクジェットプリンタは記録ヘッドＩＪＨを往復走査しながらインクを吐出す
ることで、各走査毎にノズルが配列された幅（記録幅）ずつ記録用紙等の記録媒体に記録
がされていく。
【００６４】
図６は記録ヘッドの記録幅とその記録走査の関係を示した図である。この図では説明を簡
単にするために、ノズル個数を“８”とした記録ヘッドを示している。
【００６５】
図６に示すように複数（８個）のノズルを持つ記録ヘッドＩＪＨをキャリッジに搭載し、
キャリッジ移動方向（主走査方向）に記録ヘッドを走査しながらインクを吐出して画像を
記録する。１走査（図６では、ｎスキャン）が終った後に、記録ヘッドをホームポジショ
ンに戻すとともに、ノズル配列方向（副走査方向）記録媒体の搬送を行って、次の画像デ
ータを用いて、次の走査（図６では、ｎ＋１スキャン、ｎ＋２スキャン）を行い記録して
いく。
【００６６】
図７は記録ヘッドのノズルとそのノズルからインクを吐出して実際に記録されるドット配
置との関係を示す図である。図７では、説明を簡単にするために、ドットパターンのサイ
ズを２×２ドットとしているが、もちろん本発明で適用可能なドットパターンのサイズは
これに限定されるものではなく、他のサイズのドットパターンを用いても良い。
【００６７】
さて、２×２ドットのドットパターン中に１ドットのみドットを配置するドットパターン
、即ち、５値に量子化された階調値で階調値“１”を示すドットパターンに対して、図７
に示すように、どの画素位置でも同じ位置にドットを配置するドットパターンを固定的に
使用すると、記録ヘッドＩＪＨのある特定のノズルからのインク吐出頻度が高くなる。従
って、記録される画像にはその特定ノズルの特性（例えば、インク吐出方向のばらつき、
インク吐出量のばらつき等）が強く反映される。従って、そのノズルが上記のばらつきが
大きい特性を有していると、記録される画像にスジムラが発生しやすい。
【００６８】
従って本実施形態では、図８に示すように、階調値“１”のドットパターンを記録する場
合でも、そのドット配置を画素位置で異ならせ、各ノズルから均等にインク吐出が行われ
るようにしている。つまり、ノズルの使用頻度を均等にしているのである。
【００６９】
以上のように本実施形態では、図８に示すドット配置を実現するためにドットパターンテ
ーブルを用いているのである。
【００７０】
次に、そのドットパターンテーブルの特徴と、ドットパターンテーブルからドットパター
ンを選択する処理について、図９に示すフローチャートを参照して説明する。
【００７１】
このドットパターンテーブルは、記録ヘッドＩＪＨのノズル数と同じセル数を縦方向（副
走査方向）のサイズとし、横方向（主走査方向）についてはノズルのばらつきの影響を吸
収できるだけのセル数を有するサイズとすることを特徴にしている。従って、図８に示す
例では、記録ヘッドのノズル数は“８”なので、ドットパターンテーブルの縦方向の大き
さは“８”であり、また、横方向には、ノズルのばらつきの影響を抑えるために縦方向と
同じサイズとしている。
【００７２】
なお、横方向のサイズについては、ノズルのばらつきの影響をどの程度抑えるかによって
は変わってくる。
【００７３】
このドットパターンテーブルからのドットパターンの選択は以下のような処理を行うこと
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によって実行される。
【００７４】
まず、ステップＳ１０では、入力画像の位置座標（ｘ，ｙ）を入力し、次のステップＳ２
０では、その座標（ｘ，ｙ）における量子化された階調値（ＱＶ）を求める。さらに、ス
テップＳ３０では、求められた階調値に対応したドットパターンテーブルを選択する。
【００７５】
ステップＳ４０では、入力座標値とドットパターンテーブルサイズとドットパターンサイ
ズとの比率からドットパターンテーブルへのアクセスアドレス（Ｄx，Ｄy）を計算する。
さらに、ステップＳ５０ではそのアドレスでドットパターンテーブルにアクセスして、ド
ットパターンを得る。
【００７６】
最後にステップＳ６０では、そのドットパターンをメモリ上に展開する。
【００７７】
なお、このような処理は、図３に示したドットパターン展開部２４、ドットパターンテー
ブル格納部２５、ドットパターンアドレス生成部２６によって実行されるが、これらを専
用の論理回路によって実現しても良いし、処理プログラムをＣＰＵが実行することによっ
て実現しても良い。
【００７８】
このようにして展開されたドットパターンはインクジェットプリンタに転送され、そのパ
ターンに基づいて記録ヘッドＩＪＨはインクを吐出して記録を行う。
【００７９】
従って以上説明した実施形態に従えば、量子化された階調値に対応したドットパターンに
基づいて記録ヘッドからインクを吐出して記録を行う場合に、同じ階調値であってもイン
ク吐出を行うノズルが同じノズルに集中しないように、同じ階調値に対しても複数のドッ
トパターンを準備しておき、記録画素の位置に従って、異なるドットパターンが選択され
、その結果、インク吐出を複数のノズルにわたって分散させることができる。
【００８０】
これにより、特定の階調値に記録画像に対して、特定のノズルの特性が強く反映されない
ようにすることができ、記録画像にスジムラの発生など画質劣化の現象が発生するのを低
減させることができる。
【００８１】
なお、ドットパターンテーブルを構成するドットパターンは、上述した実施形態によって
限定されるものではない。例えば、図７に示すような記録ヘッドのノズル構成において、
上端のノズル７０１と下端のノズル７０２から吐出されるインクによって形成されるドッ
トの径が変動しやすかったり、これらのノズルからのインク吐出方向のばらつきが他のノ
ズルに比べて大きい傾向にある等、ドットが安定して記録されないような場合には、ドッ
トパターンテーブルの中のドットパターンを図１０に示すように配置することで、同じデ
ューティ（この例では２５％）でも、できるだけ記録ヘッドの端部のノズルは使用しない
ようにすることができる。
【００８２】
このようにすることにより、記録ヘッドの端部のノズルからの吐出特性が他のノズルとは
著しくことなる場合にも、その特性による記録画像の劣化を抑え、例えば、スジムラをさ
らに減少させることが可能となる。
【００８３】
また、記録ヘッドを走査して画像を記録する場合に、記録ヘッドの端部のノズルからの吐
出特性が他のノズルと異ならなくとも、例えば、図６に示すような各走査毎のつなぎ部６
０１、６０２では、異なるスキャンで記録するドット間の重なりが発生し、同じスキャン
内で発生するドット重なりよりも濃度が高くなってこれが記録画像上ではスジとなって見
えることがある。
【００８４】
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このようなスジの発生を抑えるために、例えば、そのつなぎ部で発生する濃度上昇率が平
均して２５％程度であったとすると、このつなぎ部に相当するドットパターンの記録デュ
ーティを、図１１に示すように、通常より２５％少なくしたドットパターンをドットパタ
ーンテーブルに定義して、そのテーブルを用いるようにしても良い。
【００８５】
例えば、ドットパターンを４×４ドットのサイズとすると、表現可能な階調数は４×４＋
１＝１７階調である。この１７階調と４×４ドットのマトリクスでインク吐出がなされる
ドット数の割合（＝デューティ）との対応関係は図１２に示すようになる。一方、インク
を吐出して記録を行うノズルの特性のばらつきによるスジムラへの影響はデューティが２
５％～５０％の近辺でもっとも顕著となることが経験的に分かっているため、スジムラの
発生を抑えるために、このデューティに対応する階調値（図１２の例で言えば、４～８）
のドットパターンテーブルのみ、例えば、図８に示すような記録されるドットの位置が分
散されたようなパターンとしても良い。つまり、画素内に付与されるドットの割合Ｄ（％
）が２５≦Ｄ（％）≦５０である階調値を示すドットパターンテーブルのみ、ノズルの特
性を考慮することとしても良いのである。
【００８６】
このように、濃度パターンの階調値の数に相当するドットパターンテーブルを持っている
ことを最大限に利用して、階調値に応じた最適なドットパターンを用いることができる。
【００８７】
さらにまた以上説明した実施形態では、ドットパターンテーブルの副走査方向のサイズを
記録ヘッドの記録幅となるようにしたが本発明はこれによって限定されるものではない。
例えば、図７に示したように、ノズル数が非常に少ない記録ヘッドの場合、ドットパター
ンテーブルのノズル配列方向（副走査方向）のサイズがその記録幅しかない場合、副走査
方向に関してかなり頻繁に同じドットパターンが並んでしまうことがある。このため、例
えば、記録ヘッドをスキャンさせる際に用いるキャリッジモータの速度むら等の影響を受
けやすくなる。
【００８８】
このような影響を最小限に抑えるため、記録ヘッドのノズル数の整数倍、例えば、図７に
示した例では、ドットパターンテーブルの副走査方向のサイズを、ノズル数“８”の４倍
である“３２”とし、副走査方向に同じドットパターンが使用される頻度を小さくするこ
とができる。また、ノズル数が多い、例えばノズルを２５６個有するようなヘッドを用い
る場合は、ノズル数と同じ大きさのドットパターンテーブル（２５６×２５６のセル数）
を用いることにより十分ムラの低減を図ることができるので、ドットパターンサイズはこ
れ以上は大きくしなくても良い。
【００８９】
以上から分かるように、ドットパターンテーブルの副走査方向のセル数（サイズ）をＬ（
Ｌは自然数）とし、記録ヘッドのノズル数をＡ（Ａは自然数）とした場合、前記Ｌと前記
Ａの関係をＬ＝γ×Ａ（γは自然数）とすることによって、効果的に濃度ムラ・スジムラ
の発生を抑制することができるのである。また、ドットパターンテーブルのサイズとヘッ
ドのノズル数との関係がＬ＝γ×Ａを満たす場合、ドットパターンテーブルの副走査方向
の大きさは少なくとも記録ヘッドの記録幅以上の大きさとなるので、複数ノズルにおける
夫々のノズルの特性（吐出量・よれ等）を考慮してドットパターンテーブルを決定するこ
とができるのである。つまり、使用する全ノズルの特性を踏まえてドットパターンテーブ
ルを定めることができるのである。そうすると、吐出量が極端に少ないノズルやよれが大
きなノズル等、吐出不良のノズル使用頻度が少なくなるようなパターンテーブルを作成す
ることができ、そのパターンテーブルに基づき記録を行うことで高品位な記録画像を得る
ことができるようになる。
【００９０】
また、上記の説明では記録ヘッドのノズルの特性を考慮してドットパターンテーブルを作
成することとしているが、本実施形態はこれには限定されず、ドットパターンテーブル内
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のドット配置をブルーノイズの特性を有するパターン（ブルーノイズパターン）とするこ
とも可能である。このブルーノイズパターンは人間の視覚特性上好ましい特性を有するの
で、ブルーノイズパターンを利用することでノイズ感の少ない高品位な画像を得ることが
できる。
【００９１】
ここでブルーノイズについて簡単に説明する。このブルーノイズのパターン（ブルーノイ
ズマルク）の生成方法やその特徴については「Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｈａｌｆｔｏｎｉｎｇ」
Ｒｏｂｅｒｔ　Ｕｌｉｃｈｎｅｅｙ（Ｔｈｅ　Ｍｉｔ　Ｐｒｅｓｓ　Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ
，Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ　Ｌｏｎｄｏｎ、Ｅｎｇｌａｎｄ）を始めとして多くの文
献で開示されており、低周波数成分のパワースペクトルを抑えて出力画像のノイズ感を低
減する方法である。低周波数成分のパワースペクトルを抑える理由は、人間の目の感度が
高周波数領域よりも低周波数領域の方が格段に敏感であり、低周波数領域に一定量以上の
パワースペクトルが存在すると人間の視覚特性上、ノイズ感（ざらつき感）を生じてしま
う。このように低周波数領域にパワースペクトルが存在すると、画像に“ざらつき感”が
生じるので、低周波数領域のパワースペクトルを抑え画像のパワースペクトルを高周波数
領域に集中させたブルーノイズマスクを用いるのである。以上のように低周波数領域のス
ペクトルを抑えたブルーノイズを用いて中間調処理を行うことで、上記“ざらつき感”を
解消することができる。
【００９２】
〔他の実施形態〕
ここでは、記録媒体上の同一領域に対して複数回数記録ヘッドを走査させて前記同一領域
の記録を完成させるマルチパス記録方式を行う場合について述べる。ここでは、説明を簡
単にするために、同一領域を２回走査して記録する場合について述べる。
【００９３】
図１３は２パス記録を行う様子を模式的に示す図である。
【００９４】
図１３に示すように、記録ヘッドを１回走査させる毎に記録ヘッドの記録幅の１／２の幅
分だけ記録媒体を搬送し、記録媒体の同一領域に対して２回走査させて記録を完成させる
。尚、上記２回の走査の内の１回目の走査（始めに現在の記録領域を記録ヘッドが通過す
る時点）を１パス、２回目の走査を２パスと呼ぶ。このとき、図１３からわかるように、
記録ヘッドの下半分は常に１パス目の記録に用いられ、上半分は常に２パス目の記録に用
いられる。
【００９５】
上記の実施形態で説明したように、ドットパターンテーブルの副走査方向のサイズは記録
ヘッドの記録幅に相当するサイズを持っているため、図７～図８に示したドットパターン
テーブルの下半分は１パス目のドットパターンのために、上半分は２パス目のドットパタ
ーンのために用いられる。
【００９６】
さて、マルチパス記録方式を採用した場合でも、図１３の１００１～１００３で示す位置
、即ち、パス間のつなぎ目においてスジムラが発生しやすい。これは、ノズルからのイン
ク吐出方向のばらつき、記録媒体搬送誤差、及び、各走査間の時間差による画像濃度の変
化等によって発生するものである。
【００９７】
ここで、例えば、図１４（ａ）に示すように、ドットを５０％デューティで記録するのに
、図１４（ｂ）に示すようなドットパターンテーブルを用いて、記録ヘッドの上半分で１
パス目を、下半分で２パス目を記録することを考える。この場合、図１５に示すように、
２パス目で記録を行うときの、記録ヘッドＩＪＨの記録媒体に対する相対位置が本来ある
べき搬送位置よりも大幅にずれてしまったときには、図１５の矢印と斜線で示した部分に
ドットが記録されなくなり、これが人間の眼には、スジとして認識されてしまう。
【００９８】
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従って、この実施形態では、図１４（ａ）に示したドットを記録する場合でも、図１６に
示すようなドットパターンテーブルを用いる。このドットパターンテーブルを用いてドッ
トパターンを選択して２パス記録を行った場合、図１７に示すような記録結果となる。図
１７と図１５とを比較すれば明らかなように、図１５で示したのと同じ位置で搬送誤差が
発生しても、図１５に示したようなドットが記録されない領域は発生しない。従って、人
間の眼にはスジムラとして認識されにくくなっている。
【００９９】
従って、以上説明した実施形態に従えば、ドットパターンテーブルに格納するドットパタ
ーンとして、マルチパス記録におけるパスの境界位置を考慮して、スジが発生しにくいよ
うな予めドットパターンを設定することが可能であるため、従来のようにドットパターン
をあらかじめ決めてから、マルチパス記録におけるマスクパターンでそのドットパターン
のマスクをするよりも最適な記録を行うことが可能である。
【０１００】
なお、以上の実施形態において、記録ヘッドから吐出される液滴はインクであるとして説
明し、さらにインクタンクに収容される液体はインクであるとして説明したが、その収容
物はインクに限定されるものではない。例えば、記録画像の定着性や耐水性を高めたり、
その画像品質を高めたりするために記録媒体に対して吐出される処理液のようなものがイ
ンクタンクに収容されていても良い。
【０１０１】
以上の実施形態は、特にインクジェット記録方式の中でも、インク吐出を行わせるために
利用されるエネルギーとして熱エネルギーを発生する手段（例えば電気熱変換体やレーザ
光等）を備え、前記熱エネルギーによりインクの状態変化を生起させる方式を用いること
により記録の高密度化、高精細化が達成できる。
【０１０２】
その代表的な構成や原理については、例えば、米国特許第４７２３１２９号明細書、同第
４７４０７９６号明細書に開示されている基本的な原理を用いて行うものが好ましい。こ
の方式はいわゆるオンデマンド型、コンティニュアス型のいずれにも適用可能であるが、
特に、オンデマンド型の場合には、液体（インク）が保持されているシートや液路に対応
して配置されている電気熱変換体に、記録情報に対応していて膜沸騰を越える急速な温度
上昇を与える少なくとも１つの駆動信号を印加することによって、電気熱変換体に熱エネ
ルギーを発生せしめ、記録ヘッドの熱作用面に膜沸騰を生じさせて、結果的にこの駆動信
号に１対１で対応した液体（インク）内の気泡を形成できるので有効である。この気泡の
成長、収縮により吐出用開口を介して液体（インク）を吐出させて、少なくとも１つの滴
を形成する。この駆動信号をパルス形状をすると、即時適切に気泡の成長収縮が行われる
ので、特に応答性に優れた液体（インク）の吐出が達成でき、より好ましい。
【０１０３】
このパルス形状の駆動信号としては、米国特許第４４６３３５９号明細書、同第４３４５
２６２号明細書に記載されているようなものが適している。なお、上記熱作用面の温度上
昇率に関する発明の米国特許第４３１３１２４号明細書に記載されている条件を採用する
と、さらに優れた記録を行うことができる。
【０１０４】
記録ヘッドの構成としては、上述の各明細書に開示されているような吐出口、液路、電気
熱変換体の組み合わせ構成（直線状液流路または直角液流路）の他に熱作用面が屈曲する
領域に配置されている構成を開示する米国特許第４５５８３３３号明細書、米国特許第４
４５９６００号明細書を用いた構成も本発明に含まれるものである。加えて、複数の電気
熱変換体に対して、共通するスロットを電気熱変換体の吐出部とする構成を開示する特開
昭５９-１２３６７０号公報や熱エネルギーの圧力波を吸収する開口を吐出部に対応させ
る構成を開示する特開昭５９-１３８４６１号公報に基づいた構成としても良い。
【０１０５】
さらに、記録装置が記録できる最大記録媒体の幅に対応した長さを有するフルラインタイ
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プの記録ヘッドとしては、上述した明細書に開示されているような複数記録ヘッドの組み
合わせによってその長さを満たす構成や、一体的に形成された１個の記録ヘッドとしての
構成のいずれでもよい。
【０１０６】
加えて、上記の実施形態で説明した記録ヘッド自体に一体的にインクタンクが設けられた
カートリッジタイプの記録ヘッドのみならず、装置本体に装着されることで、装置本体と
の電気的な接続や装置本体からのインクの供給が可能になる交換自在のチップタイプの記
録ヘッドを用いてもよい。
【０１０７】
また、以上説明した記録装置の構成に、記録ヘッドに対する回復手段、予備的な手段等を
付加することは記録動作を一層安定にできるので好ましいものである。これらを具体的に
挙げれば、記録ヘッドに対してのキャッピング手段、クリーニング手段、加圧あるいは吸
引手段、電気熱変換体あるいはこれとは別の加熱素子あるいはこれらの組み合わせによる
予備加熱手段などがある。また、記録とは別の吐出を行う予備吐出モードを備えることも
安定した記録を行うために有効である。
【０１０８】
さらに、記録装置の記録モードとしては黒色等の主流色のみの記録モードだけではなく、
記録ヘッドを一体的に構成するか複数個の組み合わせによってでも良いが、異なる色の複
色カラー、または混色によるフルカラーの少なくとも１つを備えた装置とすることもでき
る。
【０１０９】
以上説明した実施の形態においては、インクが液体であることを前提として説明している
が、室温やそれ以下で固化するインクであっても、室温で軟化もしくは液化するものを用
いても良く、あるいはインクジェット方式ではインク自体を３０°Ｃ以上７０°Ｃ以下の
範囲内で温度調整を行ってインクの粘性を安定吐出範囲にあるように温度制御するものが
一般的であるから、使用記録信号付与時にインクが液状をなすものであればよい。
【０１１０】
加えて、積極的に熱エネルギーによる昇温をインクの固形状態から液体状態への状態変化
のエネルギーとして使用せしめることで積極的に防止するため、またはインクの蒸発を防
止するため、放置状態で固化し加熱によって液化するインクを用いても良い。いずれにし
ても熱エネルギーの記録信号に応じた付与によってインクが液化し、液状インクが吐出さ
れるものや、記録媒体に到達する時点では既に固化し始めるもの等のような、熱エネルギ
ーの付与によって初めて液化する性質のインクを使用する場合も本発明は適用可能である
。このような場合インクは、特開昭５４-５６８４７号公報あるいは特開昭６０-７１２６
０号公報に記載されるような、多孔質シート凹部または貫通孔に液状または固形物として
保持された状態で、電気熱変換体に対して対向するような形態としてもよい。本発明にお
いては、上述した各インクに対して最も有効なものは、上述した膜沸騰方式を実行するも
のである。
【０１１１】
さらに加えて、本発明に係る記録装置の形態としては、コンピュータ等の情報処理機器の
画像出力端末として一体または別体に設けられるものの他、リーダ等と組み合わせた複写
装置、さらには送受信機能を有するファクシミリ装置の形態を取るものであっても良い。
【０１１２】
なお、本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェース機器、リーダ
、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例え
ば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【０１１３】
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体（または記録媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そのシ
ステムあるいは装置のコンピュータ（またはCPUやMPU）が記憶媒体に格納されたプログラ
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ムコードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。この場
合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現す
ることになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる
。また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼働しているオペレーティングシステム(OS)などが実際の処理の一部または全部
を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言
うまでもない。
【０１１４】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張カードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに備わ
るCPUなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の
機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１１５】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明によれば、記録ヘッドのノズルの配列方向に相当する第１の
方向（副走査方向）および当該第１の方向とは直交する第２方向（主走査方向）の夫々に
関して、特定の階調値について複数の異なるドットパターンが選択可能であるので、画像
の濃度ムラを軽減することができる。
【０１１６】
　上記のように特定の階調値について複数の異なるドットパターンが選択可能であるので
、特定の階調値が連続するパターンを記録することになっても、記録に使用されるノズル
の使用頻度は分散されることとなる。その結果、特定のノズルが集中して使用されること
が軽減され、特定のノズルの特性の影響をあまり受けない記録画像を得ることができる。
【０１１７】
これにより、特定のノズルの特性のばらつきなどに起因する濃度ムラなどの画質劣化を抑
え、高品位な画像を記録することができるようになる。
【０１１８】
また、ドットパターンを階調値毎に持つことで、各階調毎に最適なパターンを用いて、さ
らに高品位な画像記録を達成できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の代表的な実施形態である画像処理システムの構成図を簡単に示したブロ
ック図である。
【図２】画像出力部１２の代表例であるインクジェットプリンタＩＪＲＡの構成の概要を
示す外観斜視図である。
【図３】画像処理部１１の詳細な構成を示すブロック図である。
【図４】誤差分配比率を示す図である。
【図５】ドットパターンテーブルとドットパターンとの関係を示す図である。
【図６】記録ヘッドの記録幅とその記録走査の関係を示した図である。
【図７】記録ヘッドのノズルとそのノズルからインクを吐出して実際に記録されるドット
配置との関係を示す図である。
【図８】各ノズルから均等にインク吐出が発生するようにしたドットパターンテーブルの
例を示す図である。
【図９】ドットパターン選択処理を示すフローチャートである。
【図１０】ドットパターンテーブルの別の例を示す図である。
【図１１】ドットパターンの記録デューティを通常より２５％少なくしたドットパターン
を格納したドットパターンテーブルを示す図である。
【図１２】４×４ドットのマトリクスでインク吐出がなされるドット数の割合との階調と
の対応関係を示す図である。
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【図１３】２パス記録を行う様子を模式的に示す図である。
【図１４】５０％デューティで記録する場合のドットの例とその記録に用いるドットパタ
ーンテーブルを示す図である。
【図１５】マルチパス記録におけるパスの境界にスジが発生する様子を示す図である。
【図１６】他の実施形態に従うではドットパターンテーブルを示す図である。
【図１７】図１６に示すドットパターンテーブルを用いて記録した結果を示す図である。
【図１８】ドットパターンテーブル内のアドレスシフトを説明する図である。
【図１９】ドットパターンテーブル格納部に格納されるドットパターンテーブルの構成を
示す図である。
【図２０】階調値“５”に対応するドットパターンテーブルを示す図である。
【図２１】図２に示すインクジェットプリンタの制御構成を示す図である。
【図２２】インクカートリッジを示す斜視図である。
【符号の説明】
１０　画像入力部
１１　画像処理部
１２　画像出力部
２０　入力データ補正部
２１　量子化部
２２　誤差演算部
２３　誤差メモリ
２４　ドットパターン展開部
２５　ドットパターンテーブル格納部
２６　ドットパターンアドレス生成部
ＩＪＨ　記録ヘッド

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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